
授業改善につなぐ学習評価の在り方に関する研究（中学校）
－ 形成的評価の実践上の課題に着目して －

（１年次）

教科教育部 研究推進班
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研究の目的

中学校における学習評価の課題を分析し，授業改善を促すための
学習評価の在り方について提案すること。

↓（具体的には）
形成的評価を不断に行い，学習改善や指導改善を進めていけるよ
うにするための学習評価の考え方や方法等に関する提案

① 形成的評価を実施するに当たって，どのような課
題があるか。

② ①の課題を踏まえ，形成的評価を実施していくた
めのポイントは何か。

〔１年次に明らかにすること〕

論文
pp.１～２
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〔学習評価の改善の方向性〕（H31.1「報告」）
○生徒の学習改善につながるものにしていくこと
○教師の指導改善につながるものにしていくこと
○これまで慣行として行われてきたことでも，必要性・妥当性
が認められないものは見直していくこと

「改善通知」（H31）から３年
学習指導要領の実施から１年以上
学習評価の改善，どうなってる？

研究の出発点
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広島県の学習評価の現状と課題

評価の妥当性・

客観性の問題, 

50%

教員の負担増加

の問題, 7%

教科間の差や他

観点との比率の

問題, 16%

評価についての

研修の問題, 6%

その他, 21%

公立中学校長会の調査（R3）
評価について困っていること

広島県公立中学校長会「令和３年度 研究集録」（Ｒ４）による。

義務教育指導課作成の
校内研修用資料（Ｒ２）

論文
pp.2～3
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本研究における形成的評価の捉え

（初期の）形成的評価

・教師主体
・指導改善のため

学習のための評価

・教師主体
・指導改善と学習改善
のため

学習としての評価

・学習者主体
・メタ認知能力の育成
のため

形成的アセスメント

目標に照らして生徒の学習の状況を見取り，教師の指導
改善や生徒の学習改善に生かすとともに，生徒自身が主
体的に自己の学習を調整していけるようにする評価。

論文
pp.4～5
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形成的評価の成立要件

評価規準

自分の学習状況

評価規準を理解
している。

評価規準との差
を把握してい
る。

差を埋める方法
を指導される。

Sadlerの３条件
→生徒の役割を示す

論文
pp.5～6

教師は，生徒が学習改善に
向けて動けるように，実態に
応じて段階的に指導

評価規準を生徒と
共有する。

評価規準に照らして生徒の状況を把
握し，それをフィードバックした
り，生徒自身も自分の状況が分かる
ようにしたりする。

差を埋めるための指導をし
たり，差を埋める方法につ
いて指導したりする。

評価規準の設定・理解
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形成的評価の実践上の課題

評価規準を単元の学習活動と結び
付いたものにすること。

学習改善を意図して評価規準を生
徒と共有すること。

評価場面を計画的に設定すること。

生徒の思考を見取れるような発問
をすること。

生徒が学習改善に役立てられるよ
うなフィードバックをすること。

生徒による学習改善に向けた自己
評価や相互評価を実施すること。

〔Black,P&Wiliam,Dら〕
・教師の質問が思考につながらない。
・フィードバックが学習改善に役立って
いない。

・自己評価や相互評価が積極的な学習
改善に至っていない。

〔県内中学校教員110名への実態調査〕
・評価規準の設定の仕方と運用に課題。
・学習改善までを意図して一貫性をもっ
て，評価規準の共有，評価の実施，
フィードバック等を行うことに課題。

論文
pp.7～9
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実践上のポイント

【１】
目標に到達した生徒の学習の状況を具体的に想定して評価規準を設定
し，その評価規準と評価方法，学習活動に一貫性をもたせた単元を設
計する。

【２】
目標の到達に向けて，生徒の思考を促し，生徒が試行錯誤しながら学
習活動に取り組むことを求めるような問いや学習課題を設定する。

【３】
単元の評価規準と学習活動の関係を生徒が理解できるように明示する。

【４】
段階的・継続的に相互評価を導入し，生徒が自己の学習の状況を把握
し学習を調整できるようにする。

【５】
生徒が自分の学習の過程を見直して，次に向けた改善について考えら
れるようなフィードバックをする。

【６】
学習改善を前提にして，生徒が協働的に学習を進める文化を醸成する。

事例分析から６つの実践上のポイントを整理

ＣＥＲＩ

横浜国立大
附属横浜中

埼玉大附属中
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論文
pp.９～12
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実践上のポイント

【１】
目標に到達した生徒の学習の状況を具体的
に想定して評価規準を設定し，その評価規
準と評価方法，学習活動に一貫性をもたせ
た単元を設計する。

【２】
目標の到達に向けて，生徒の思考を促し，
生徒が試行錯誤しながら学習活動に取り組
むことを求めるような問いや学習課題を設
定する。

【３】
単元の評価規準と学習活動の関係を生徒が
理解できるように明示する。

目
標
に
到
達
し
た
姿

評価規準

評
価
方
法

学習活動 評価
対象

問い

論文
pp.12～14
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実践上のポイント

【４】
段階的・継続的に相互評価を導入し，生徒が自己の学習の状況を把握
し学習を調整できるようにする。

【５】
生徒が自分の学習の過程を見直して，次に向けた改善について考えら
れるようなフィードバックをする。

評価規準

評価
対象

評価
対象

評価規準に到達する条件は？
次に何をすれば？

協働的に学習改善へ

評価
対象

・なぜこのように書いたのですか。
・どこからこのように言えますか。
・何を調べたらよいでしょうか。

学習改善に向けてメタ認知を促す

論文
pp.14～15
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実践上のポイント

【６】
学習改善を前提にして，生徒が協働的に学習を進める文化を醸成する。

１年

２年

３年

失敗を恐れず，
協働的に学習改
善を進める文化

文化を教員間で
も共有

論文
p.15
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６つのポイントと課題の対応

実践上の課題

評価規準を単元の学習活動と結び付いたも
のにすること。

学習改善を意図して評価規準を生徒と共有
すること。

評価場面を計画的に設定すること。

生徒の思考を見取れるような発問をするこ
と。

生徒が学習改善に役立てられるような
フィードバックをすること。

生徒による学習改善に向けた自己評価や相
互評価を実施すること。

実践上のポイント

【１】
目標に到達した生徒の学習の状況を具体的に想定して評価
規準を設定し，その評価規準と評価方法，学習活動に一貫
性をもたせた単元を設計する。

【２】
目標の到達に向けて，生徒の思考を促し，生徒が試行錯誤
しながら学習活動に取り組むことを求めるような問いや学
習課題を設定する。

【３】
単元の評価規準と学習活動の関係を生徒が理解できるよう
に明示する。

【４】
段階的・継続的に相互評価を導入し，生徒が自己の学習の
状況を把握し学習を調整できるようにする。

【５】
生徒が自分の学習の過程を見直して，次に向けた改善につ
いて考えられるようなフィードバックをする。

【６】
学習改善を前提にして，生徒が協働的に学習を進める文化
を醸成する。

論文
p.12
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【６】学習改善が前提，協働的に学習を進める文化

【１】評価規準（具体化）－評価方法－学習活動の一貫性

６つのポイントの関係

【２】思考を促す問いや学習課題

【３】評価規準－学習活動の関係理解

【５】次の学習を考えさせるフィードバック

【４】段階的・継続的に相互評価を導入

論文
pp.16～17
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２年次の展望

６つのポイントに基づいた事例作成

重点とするポイントを踏まえた実践・検証

６つのポイント・事例の練り上げ

中学校の校内研修等に活用できる資料として提示

論文
p17
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御指導いただいた
広島大学 濵野清 様

視察，聴き取り，実態調査に御協力いただいた
学校，関係課の皆様

ありがとうございました。


